
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

交付金事業の概要
十津川村内で排出される一般廃棄物の回収を適正かつ効率的に行い、十津川村の
生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ります。

交付金事業実施場所 十津川村大字高滝

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 十津川村

総事業費
5,170,000

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

十津川村衛生センターダンプ車整備事業

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

十津川村衛生センターダ
ンプ車整備事業

十津川村 4,433,000 4,433,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考



評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

ごみ収集車
の稼働率

収集日数÷
収集すべき
日数×100

成果実績 ％ 100.0

目標値 ％ 100.0

達成度 100.0%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を
実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

事業実施により、確実に収集が出来るようになりました。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

【交付金事業に関係する主要政策・施策】
　第５次十津川村総合計画（平成２９年度～令和８年度）
「心身再生の郷」を目指す方向性と定め、恵まれた自然環境の中で、人間らしい
生き方を求めて、本物の自然や文化との触れ合いを通じ、村民や客人との深い交
流ができる人本位の郷づくりをめざします。
  むらづくりの分野別方針
『安心・安全な生活環境・基盤の充実』道路等の整備による生活基盤の強化
【目標】
　ごみ収集車が故障等により収集出来ない日を無くします（完全実施）
（現状）
　稼動すべき日数    ２４３日
　目標　稼働率１００％

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度



交付金事業の担当課室 十津川村衛生センター

交付金事業の評価課室 十津川村役場　財政課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

ダンプ車の整備 指名競争入札 小林モータース 5,170,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,433,000

うち文部科学省分

総事業費 5,170,000

うち経済産業省分 4,433,000

交付金事業の総事業
費等

令和２年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和　　年度

達成度 100%

令和　　年度

ダンプ車の整備台数

活動実績 台 1

活動見込 台 1


